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劃

荒
　
井
　
貞
　
雄
　
教
授

（
教
育
学
）

　
昭
和
四
十
一
年
四
月
十
六
日
午
後
十
時
十
五
分
、
心
筋
梗
塞
の
た
め
神
戸
御
影
の
自
宅
で
急

逝
き
れ
た
。
享
年
六
十
六
歳
。

　
先
生
は
長
野
県
埴
科
郡
坂
城
町
の
ご
出
身
で
、
デ
ン
バ
ア
大
学
卒
業
後
、
シ
カ
ゴ
大
学
で
修

士
並
び
に
ド
ク
タ
ー
オ
ブ
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
（
哲
学
博
士
）
の
学
位
を
受
け
ら
れ
た
。
帰
国
後

は
、
神
戸
市
理
事
、
同
生
田
区
長
、
同
民
生
局
長
、
関
西
学
院
大
学
教
授
を
経
て
、
昭
和
二
十

六
年
以
来
、
本
学
教
職
課
程
主
任
教
授
と
し
て
、
教
育
社
会
学
、
教
育
史
、
教
育
原
理
、
道
徳

教
育
　
教
育
実
習
を
担
当
、
ま
た
初
代
図
書
館
長
と
し
て
、
昭
和
二
十
六
年
就
任
以
来
、
昨

四
十
年
十
二
月
、
健
康
上
の
理
由
に
よ
り
辞
任
さ
れ
る
ま
で
、
十
五
年
の
長
き
に
亘
り
、
そ
の

発
展
に
貢
献
、
御
遺
志
に
よ
っ
て
蔵
書
（
和
書
＝
二
六
四
冊
、
洋
書
三
〇
七
冊
）
が
同
館
に
寄

贈
さ
れ
た
。

　
先
生
は
”
教
育
”
に
生
涯
を
捧
げ
ら
れ
、
教
育
者
の
使
命
を
全
う
さ
れ
た
。
神
戸
栄
光
教
会

の
終
身
長
老
で
あ
ら
れ
た
先
生
は
、
神
の
愛
に
よ
っ
て
個
人
を
尊
重
し
、
個
人
の
も
つ
唯
一
性

を
信
じ
、
価
値
実
現
の
た
め
の
努
力
を
生
き
甲
斐
と
し
、
そ
の
成
長
を
、
何
も
の
に
も
代
え
難

い
喜
び
と
さ
れ
た
。
独
特
の
教
育
原
理
研
究
ノ
ー
ト
組
織
は
非
常
に
有
名
で
あ
る
。
こ
の
ノ
ー

ト
を
通
じ
、
あ
る
い
は
、
非
常
に
重
視
さ
れ
た
個
人
的
交
流
を
通
し
て
、
和
気
言
々
の
う
ち
に

個
々
の
自
己
完
成
へ
と
導
か
れ
る
の
で
、
先
生
を
慕
い
、
指
導
を
仰
ぐ
教
え
子
達
が
常
に
そ
の

膝
下
に
集
ま
り
賑
わ
っ
た
が
、
そ
れ
が
先
生
の
最
大
の
楽
し
み
で
も
あ
っ
た
。

　
主
著
に
は
「
精
神
疲
労
の
比
較
研
究
」
　
「
高
校
生
の
徳
性
構
成
過
程
の
研
究
」
　
「
文
部
省
修

身
教
科
書
の
分
析
研
究
」
な
ど
が
あ
り
、
訳
書
に
は
W
・
C
・
パ
ワ
ー
著
「
学
校
に
お
け
る
道

徳
教
育
の
原
理
と
実
践
」
　
「
教
育
実
習
手
帳
」
、
論
文
に
は
「
宗
教
教
育
の
目
標
」
　
「
米
国
に

お
け
る
家
庭
教
育
」
　
「
性
格
教
育
の
傾
向
と
文
献
表
」
　
「
日
米
大
学
生
の
精
神
疲
労
に
関
す
る

比
較
研
究
」
　
「
教
師
の
権
威
性
と
創
造
性
」
「
教
育
愛
の
性
格
」
「
徳
育
場
の
研
究
」
一
意
味
、

性
格
、
分
析
、
高
・
小
学
生
の
比
較
「
現
代
教
師
像
の
研
究
」
1
・
皿
「
初
期
宗
教
心
の
統
計

的
研
究
」
　
「
ノ
ー
ト
組
織
に
よ
る
学
習
指
導
に
関
す
る
研
究
」
な
ど
が
あ
る
。

韓
・

鎌　
　
ゆ
　
　
ド襲
欝
　
　
X
、
毒
帰
国
撒

西
　
山
　
徳
　
平
　
教
授

（
栄
養
学
・
食
品
化
学
）

　
昭
和
四
十
一
年
二
月
風
邪
の
た
め
数
日
家
庭
で
休
養
中
の
と
こ
ろ
、
二
十
三
日
午
前
二
時
急

性
心
不
全
の
た
め
、
豊
中
市
の
服
部
中
央
病
院
に
て
急
逝
さ
れ
た
。
享
年
六
十
七
歳
。

　
先
生
は
京
都
帝
大
（
現
京
都
大
学
）
農
学
部
、
農
林
化
学
科
を
ご
卒
業
後
、
大
阪
の
武
田
栄

養
化
学
株
式
会
社
に
入
社
さ
れ
研
究
部
員
と
し
て
栄
養
剤
及
乳
幼
児
製
品
の
研
究
製
造
に
従

事
、
昭
和
五
年
四
月
か
ら
六
年
十
二
月
ま
で
、
京
都
帝
大
医
学
部
医
化
学
教
室
で
蛋
白
質
の
研

突
に
従
事
、
後
、
武
田
栄
養
化
学
、
武
田
薬
品
工
業
株
式
会
社
に
お
い
て
は
研
究
部
長
、
監
査

役
等
を
経
て
、
昭
和
二
十
九
年
一
月
、
武
田
薬
品
工
業
株
式
会
社
を
停
年
退
職
さ
れ
、
同
年
四

月
、
神
戸
森
女
子
短
大
講
師
を
経
て
、
昭
和
三
十
年
五
月
に
相
愛
女
子
短
大
に
就
任
さ
れ
た
。

　
な
お
、
武
田
薬
品
時
代
に
は
武
田
薬
缶
研
究
所
や
日
本
農
芸
学
会
に
「
菌
類
に
よ
る
く
し
U
鱒

の
工
業
的
製
造
に
関
す
る
研
突
」
そ
の
他
数
多
く
研
究
発
表
を
し
て
お
ら
れ
、
特
に
昭
和
二
十

八
年
四
月
に
は
「
培
養
法
に
よ
る
く
b
コ
・
。
の
工
業
的
製
造
に
関
す
る
研
究
の
完
成
」
の
研
究
に

よ
り
表
彰
さ
れ
た
。

　
本
学
就
任
後
は
、
特
に
生
活
科
（
食
物
科
）
の
推
進
力
と
し
て
大
い
に
貢
献
さ
れ
た
。
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彙

報

二
〇

彙

報

一
般
教
育
・
教
職

　
橘
　
　
　
覚
　
　
勝
　
教
授
（
心
理
学
）

　
昭
和
四
十
一
年
六
月
二
十
六
日
よ
り
七
月
二
日
ま
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
イ
ー
ン
で
開
催
せ

ら
れ
た
第
七
回
国
際
老
年
学
会
に
出
席
し
、
↓
げ
①
＝
け
≦
①
毛
。
胤
昏
①
〉
σ
q
①
α
叶
箒
。
信
σ
q
げ

匪
①
貯
い
p
。
ω
け
≦
o
「
房
と
題
し
て
発
表
、
学
会
後
会
員
の
団
体
に
加
わ
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ

タ
ペ
ス
ト
、
ソ
連
邦
の
キ
エ
フ
、
ヤ
ル
タ
、
モ
ス
コ
ー
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
を
視
察
し
、
オ
ラ

ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
経
由
七
月
十
九
日
に
帰
朝
し
た
。
な
お
同
十
一
月
二
十
二
、
二
十
三

両
日
大
阪
で
開
か
れ
た
第
八
回
日
本
老
年
社
会
科
学
会
に
お
い
て
そ
の
結
果
を
報
告
し
た
。

　
海
辺
忠
治
教
授
（
哲
学
）

　
日
本
宗
教
学
会
第
二
十
五
回
学
術
大
会
に
司
会
並
び
に
研
究
発
表

　
「
宗
教
的
現
実
」

　
昭
和
四
十
一
年
十
月
二
日
　
於
東
洋
大
学

　
「
宗
教
研
究
」
第
一
八
八
号
　
右
要
旨
記
載

　
新
任
（
専
任
者
の
み
）

秦
　
　
　
　
博
　
教
授

　
　
昭
和
四
十
一
年
五
月
一
日
付
教
育
原
理
、
道
徳
教
育
の
研
究
、
教
育
実
習
担
当

教
育
職
員
免
許
状
下
附
状
況

’御
／
／

卒
業
生
数

免
許
状
種
類
（
教
科
別
）
と
取
得
者
数

高
　
　
二
　
　
中

一
　
　
申
　
　
二

音
楽
学
部

六
六
音
楽
六
二
音
楽
六
「

国
　
文
　
科

七
〇

家政科

食
物
享
攻

九
二

　　i一
保家1国
浦回1語

七七五
一一 ﾜ

被
服
専
攻

一
四
〇

家
庭
　
八
六

保
健
　
四
二

音
楽
学
部

帰
国
馬
淵
卯
三
郎
　
（
助
教
授
）

　
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
付
で
ド
イ
ツ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、
器
色
θ
0
訂
幹
尽
ロ
・
≧
耳
8
『
ω
け
・

¢
畝
く
①
誘
舘
け
θ
尾
⊆
ω
涛
惹
ω
。
。
①
ロ
ω
o
げ
臥
島
。
げ
。
ω
ぎ
ω
捧
ロ
け
d
’
≦
巴
3
「
≦
凶
。
雷
教
授
の
指
導

に
よ
り
、
音
楽
学
と
く
に
民
俗
音
楽
学
の
分
野
で
の
比
較
研
究
に
従
事
。

　
芝
δ
冨
教
授
の
転
任
に
随
い
、
同
年
十
一
月
よ
り
ω
8
「
耳
自
。
吋
①
昌
θ
q
巳
く
。
触
ω
凶
梓
9
、
冠
。
ω

．
Q
。
餌
。
「
冨
邑
①
ω
θ
竃
ロ
ω
篤
惹
。
・
ω
①
ロ
ω
o
ゴ
鋒
岳
。
げ
Φ
ω
冒
ω
賢
答
け
に
移
り
、
同
教
授
の
も
と
で
従
前
の

研
究
を
続
行
、
昭
和
四
十
一
年
八
月
一
日
帰
国
。

　
そ
の
間
、
昭
和
三
十
九
年
九
、
十
月
、
≧
o
握
p
ロ
α
穿
く
8
躍
q
ヨ
げ
⊆
鼻
財
団
の
語
学
奨
学

金
に
よ
り
、
幻
。
昏
①
昌
げ
ロ
彊
⊆
α
臼
↓
昌
σ
Φ
周
θ
O
o
①
号
。
・
ぎ
ω
旦
暮
で
ド
イ
ツ
語
講
習
を
受

け
、
同
年
十
一
月
よ
り
昭
和
四
十
一
年
七
月
ま
で
、
同
財
団
よ
り
研
究
奨
学
金
を
受
く
。

　
ま
た
、
昭
和
三
十
九
年
八
月
三
十
日
よ
り
九
月
五
日
ま
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
！
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル

グ
で
開
催
さ
れ
た
、
第
九
回
国
際
音
楽
学
会
に
出
席
。

　
昭
和
四
十
年
十
月
二
十
一
～
二
十
四
日
、
O
o
び
弩
σ
Q
で
開
か
れ
た
O
⑦
ω
。
＝
ω
冨
h
ほ
費
竃
偉
ω
算
－

h
o
屋
。
げ
ロ
ロ
ぴ
q
の
［
九
六
五
年
度
大
会
に
出
席

留
学
　
大
谷
紀
美
子
（
助
手
）

　
昭
和
四
十
一
年
九
月
よ
り
イ
ン
ド
留
学
、
マ
ド
ラ
ス
の
カ
ラ
ク
シ
ェ
ト
ラ
に
て
、

楽
を
研
究
。

新
任
（
専
任
者
の
み
）

　
岸
　
辺
　
成
　
雄

　
昭
和
四
十
一
年
九
月
十
五
日
付
、
大
学
作
曲
学
科
音
楽
学
主
任

　
椿
　
　
　
　
　
弘
　
専
任
講
師

　
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
付
、
管
専
攻
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
担
当

　
若
　
林
　
正
　
史
　
助
手

　
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
付
、
管
専
攻
フ
ル
ー
ト
担
当

イ
ン
ド
音
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山
田
耕
締
作
を
偲
ぶ
演
奏
会

一
九
六
六
ニ
ニ
・
一
六
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル

一、

活
､
学
園
歌
　
　
　
　
　
大
木
惇
夫
作
詞

　
　
合
唱
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
　
　
　
　
　
　
　
（
相
愛
学
園
学
生
、
生
徒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
十
三
年
作
曲
）
　
　
　
　
　
　
　
　
指
揮
一
三
儀
祐
二

二
、
合
　
　
唱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
愛
女
子
大
学
音
楽
部
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
揮
1
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ア
ノ
伴
奏
　
大

　
・
電
　
　
　
　
　
　
　
　
話
1
川
路
柳
虹
作
詞
（
大
正
十
五
年
作
曲
）

　
・
青
い
小
鳥
一
〃
　
（
　
〃
　
）

　
・
洗
濯
ば
あ
さ
ん
一
　
　
〃
　
　
　
（
昭
和
二
年
　
〃
　
）

　
・
よ
　
　
し
　
　
き
　
　
り
1
三
木
露
風
作
詞
（
大
正
二
年
　
〃
　
）

　
・
み
ぞ
れ
に
寄
せ
る
愛
の
歌
－
大
木
惇
夫
〃
　
（
昭
和
二
十
二
年
〃
）

三
、
ピ
ア
ノ
独
奏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳

　
・
青
　
　
い
　
　
炎
（
大
正
五
年
作
曲
）

　
・
葬
　
　
　
　
　
　
　
送
　
リ
ス
ト

四
、
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢

　
・
か
や
の
木
山
－
北
原
白
秋
作
詞

　
・
か
ら
た
ち
の
花
1
　
〃

　
・
中
国
地
方
の
子
守
歌
一
日
本
民
謡

　
・
待
　
ち
　
ぼ
　
う
　
け
1
北
原
白
秋
作
詞

　
・
野
　
　
　
ば
　
　
　
ら
1
三
木
露
風
作
詞

五
、
テ
ノ
ー
ル
独
唱

・
曼
珠
沙
華
（
ひ
が
ん
ば
な
）
一
北
原
白
秋
作
詞

コ　　　　　　　　

鐘箱こ

　
　
の

根
　
八
　
里

が
　
な
り
ま

すは道lll
北日

翫，
75民

詞謡
　
　
　
ピ
ア
ノ
伴
奏

（
大
正
十
一
年
作
曲
）

（
大
正
十
四
年
〃
）

（
昭
和
三
年
　
〃
　
）

（
大
正
十
二
年
〃
）

（
大
正
六
年
　
〃
　
）

　
　
　
ピ
ア
ノ
伴
奏

（
大
正
十
一
年
作
曲
）

（
昭
和
二
年
　
〃
　
）

（
　
　
〃
　
　
　
　
）

（
大
正
十
二
年
〃
）

北

路

子

雄

郎

末
悦
子

本
尊
　
子

田
　
暎
　
子

柴
　
玉
葉
　
陸

　
　
村
　
明
　
子

七
、
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
京
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ア
ノ
伴
奏
伊
奈
和
子

　
・
芥
子
粒
夫
人
よ
り
1
北
原
白
秋
作
詞
（
大
正
十
二
～
十
三
年
作
曲
）

　
　
L
　
き
れ
い
な
　
き
れ
い
な
　
ち
び
ね
ず
み

　
　
λ
　
王
様
お
馬
で
通
ら
れ
る

　
　
3
　
と
て
も
不
思
議
な
み
ど
り
の
芽

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
唱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
久
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ア
ノ
伴
奏
田
中
園
子

　
・
か
　
ら
　
た
ち
の
花

　
・
竹
　
　
取
　
　
物
　
　
三
一
貴
志
康
一
作
曲

　
・
獅
　
　
　
子
　
　
　
舞
一
大
栗
　
裕
作
曲

九
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
唱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
愛
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
愛
女
子
大
学
音
楽
部
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
揮
　
斎
藤
秀
雄

　
・
か
ら
た
ち
　
の
　
花
（
昭
和
三
年
編
曲
）

　
・
ば
ら
の
花
に
心
を
こ
め
て
1
大
木
惇
夫
作
詞
（
昭
和
三
十
三
年
作
曲
）

　
・
赤
　
　
と
　
　
ん
　
　
ぼ
一
三
木
露
風
作
詞
（
昭
和
二
年
　
　
〃
　
）

音
楽
学
会
第
十
七
回
全
国
大
会

　
昭
和
四
十
【
年
度
音
楽
学
会
全
国
大
会
が
本
学
に
於
て
、
次
の
如
き
日
程
・
内
容
で
開
催
さ

れ
た
。
嘗
て
、
昭
和
二
十
九
年
秋
、
未
だ
復
興
建
設
の
初
期
の
段
階
に
あ
っ
た
本
学
が
当
番
校

を
つ
と
め
、
　
（
音
楽
学
会
関
西
支
部
は
本
学
内
に
お
か
れ
、
故
石
倉
小
三
郎
教
授
が
関
西
支
部

長
を
つ
と
め
て
お
ら
れ
た
）
当
時
最
新
だ
っ
た
現
在
の
五
号
館
の
各
教
室
を
使
用
し
て
催
さ
れ

た
全
国
大
会
以
来
、
十
二
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。
此
の
間
、
音
楽
学
会
の
成
長
発
展
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
本
学
其
後
の
復
興
の
足
跡
と
そ
れ
と
を
思
い
比
べ
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
今
回
の
大
会
は
、
全
国
か
ら
多
数
の
参
加
者
を
え
て
、
音
楽
学
会
と
し
て
は
こ
れ
迄
に
な
い

盛
況
を
呈
し
た
。
受
入
活
動
も
学
園
各
部
の
緊
密
な
協
力
に
よ
り
、
つ
つ
が
な
く
完
了
し
、
本

学
と
し
て
一
応
の
面
目
を
ほ
ど
こ
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
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彙

日
　
程
　
十
月
十
八
日
（
火
）

十
月
十
九
日
（
水
）

報午
前
十
・
○
○
～
十
二
・
三
〇

午
後
「
・
三
〇
～
四
・
四
〇

　
　
　
　
　
研
究
発
表
会
…
…
於
講
堂

　
　
五
・
○
○
～
六
・
五
〇

　
　
　
　
　
公
開
講
演
会
…
…
　
〃

　
　
　
　
　
（
パ
リ
・
コ
ン
セ
ル
バ
ト
ワ
ー
ル
教
授
、

　
　
　
　
　
デ
ュ
フ
ル
ク
博
士
）

　
　
七
・
○
○
～
九
・
○
○

　
　
　
　
　
懇
親
会
…
－
於
大
阪
会
館

午
前
九
・
三
〇
～
十
二
・
四
〇

午
後
一
・
五
〇
～
四
・
二
〇

　　

@　

@
研
究
発
注
・
…
於
舗
右
回

　
　
四
・
三
〇
～
六
・
三
〇

　
　
　
　
　
総
会
…
…
於
図
書
館
ホ
ー
ル

　
　
七
・
○
○
～
九
・
○
○

　
　
　
　
　
理
事
総
会
及
び
合
同
役
員
会

南
九
州
地
方
演
奏
旅
行
日
程

昭
和
四
十
一
年
十
一
月
十
四
日

　
　
四
十
一
年
十
一
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

大
阪
出
発

〃
帰
着

扇
城
高
校
講
堂

熊
本
県
図
書
館
ホ
ー
ル

熊
本
刑
務
所

串
木
野
市
民
会
館

願
泉
寺

宮
之
城
高
校
講
堂

浄
一
溜

小
林
中
央
公
民
館

N
・

鑑
賞
演
奏
会

　
〃
慰
聞
　
〃

鑑
賞
演
奏
会

法
要
鑑
賞
演
奏
会

法
要一
般
公
開

十
九
日

二
十
日

　
〃〃十〃

　日

指
宿
乗
船
寺

鹿
児
島
別
院

　
〃
　
県
文
化
セ
ン
タ
ー

　
〃
　
　
　
　
　
　
　
〃

宮
崎
真
栄
寺

〃
　
市
民
会
館

二
二

昭
和
四
十
年
度
く
音
楽
学
専
攻
V
卒
業
論
文
題
目

辻多志芝小熊岡
　賀摩　泉川本

裕千照佳景昌孝
子晶子子子子子

堤
　
は
る
み

西
島
　
恵
子

藤
井
純
子

道
浄
　
節
子

森
　
　
和
子

シ
ョ
パ
ン
の
ノ
ク
タ
ー
ン
の
使
用
和
声
に
つ
い
て

教
科
と
し
て
の
音
楽
に
対
す
る
好
嫌
と
イ
メ
ー
ジ
の
分
析

「
ラ
フ
マ
ニ
ノ
ブ
研
究
」
序
説

パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
の
ミ
サ
に
つ
い
て

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
歌
曲

ジ
ョ
ー
ジ
・
ガ
ー
シ
ュ
イ
ン
に
関
す
る
一
考
察

能
に
於
け
る
小
鼓
の
一
考
察

　
　
ー
リ
ズ
ム
分
析
一

「
子
供
の
音
楽
教
室
」
に
お
け
る
子
供
の
発
達

　
　
一
幼
稚
科
ク
ラ
ス
の
分
析
－

三
味
線
音
楽
の
旋
律
形
態

　
　
－
江
戸
長
唄
に
つ
い
て
一

山
田
耕
搾
研
究

　
　
ー
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
足
跡
一

生
命
顕
現
と
し
て
の
音
楽
の
研
究
へ
の
一
提
言

　
　
一
宗
教
と
音
楽
と
の
関
連
を
手
が
か
り
と
し
て
1

旋
律
記
憶
の
実
験
的
研
究

〈
音
楽
学
専
攻
V
研
究
生
修
了
論
文
題
目

久
保
田
敏
子
　
　
野
川
流
三
味
線
組
唄

法
要

〃鑑
賞
演
奏
会

一
般
公
開

法
要一
般
公
開
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昭
和
四
十
年
度
，
卒
業
演
奏
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
［
・
三
・
二
十
二
　
相
愛
講
堂

児
玉
　
有
子
　
　
　
　
炉
一
ω
8
｝
o
鴫
Φ
ロ
ω
①
・
…
…
・
…
．
O
①
σ
ロ
ω
硲

　
　
（
ピ
ア
ノ
）

中
井
　
寿
子
　
　
　
　
ω
　
お
や
す
み
　
中
田
　
喜
直
　
　
　
　
　
　
　
伴
奏
　
松
房
恵
子

　
　
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
　
　
ω
　
　
団
8
ロ
「
』
ヨ
O
ω
望
①
ロ
×
（
い
O
O
乙
）
・
：
：
：
：
…
H
≦
薗
ω
ω
①
昌
①
梓

杉
原
芙
美
子
　
　
　
　
伴
奏
　
森
本
順
子

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
　
Ω
8
0
0
口
9
…
…
…
…
一
・
＜
淳
9
＝

岩
畔
　
絹
枝
　
　
　
　
伴
奏
　
高
垣
照
子

　
　
（
フ
ル
ー
ト
）
　
O
O
ロ
8
暮
O
ド
ω
け
】
≦
O
＜
Φ
B
O
昌
け
・
：
…
…
…
旨
ρ
口
P
馨
N

柳
田
　
裕
子
　
　
　
　
ω
　
た
あ
ん
き
ぽ
一
ん
き
　
中
田
　
喜
直
　
　
　
　
伴
奏
　
平
野
公
子

　
　
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
　
⑧
　
幻
評
。
ヨ
四
く
ヨ
9
8
『
（
》
一
匹
国
）
．
…
…
：
：
＜
o
a
凶

原
田
　
　
望
　
　
　
　
伴
奏
　
千
葉
　
　
　
翠

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
　
O
o
口
o
o
『
け
o
o
，
ミ
α
ヨ
。
＝
…
…
…
…
い
o
o
ぴ
①
一
貯
ω

笠
孝
　
松
子
　
　
　
　
↓
o
o
8
冨
8
二
…
…
…
．
：
勺
3
騨
。
議
。
隣

　
　
（
ピ
ア
ノ
）

森
谷
　
昭
子
　
　
　
　
伴
奏
　
笠
松
孝
子

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
　
O
o
昌
O
①
冨
o
U
匹
葺
H
ω
け
竃
。
く
Φ
8
①
昌
け
…
…
・
：
：
↓
o
ず
巴
貯
。
＜
ω
評
網

後
藤
美
喜
子
　
　
　
　
ω
　
み
ぞ
れ
に
寄
す
る
愛
の
歌
日
山
田
　
耕
搾
　
　
伴
奏
　
坂
上
明
美

　
　
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
　
②
　
ω
巳
9
象
。
一
（
い
四
ぴ
q
δ
o
o
昌
α
坦
Y
…
…
…
：
勺
。
昌
。
窪
。
…

松
房
　
恵
子
　
　
　
　
く
ロ
ニ
巴
。
コ
麟
σ
臼
9
昌
8
α
q
o
ロ
。
ω
誓
。
ヨ
餌
。
や
曽
…
…
－
・
切
言
ゴ
日
ω

　
　
（
ピ
ア
ノ
）

高
岡
　
洋
子
　
　
　
　
伴
奏
　
坂
上
明
美

（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）
　
ω
O
p
餌
欝
O
℃
』
①
S
ド
ω
什
］
≦
O
＜
Φ
ヨ
O
昌
…
…
…
…
ω
臨
昌
け
あ
器
ロ
ω

玉
井
　
恵
利
　
　
　
　
ω
　
お
や
す
み
”
中
田
　
喜
直
　
　
　
　
　
　
　
伴
奏
　
児
玉
有
子

　
　
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
　
ω
　
言
m
臼
。
”
且
0
8
ω
帥
く
Φ
「
α
q
5
0
…
…
…
…
＜
震
象

平
野
　
公
子
　
　
　
　
じ
ヴ
日
暮
Φ
o
や
b
o
劇
…
…
…
：
O
「
凶
。
ぴ
Q

　
　
（
ピ
ア
ノ
）

丸
谷
千
津
子
　
　
　
　
伴
奏
　
大
北
路
子

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
　
O
o
昌
o
o
腎
o
o
や
◎
c
ト
の
　
…
・
・
…
：
〉
齢
O
訂
N
犀
ロ
。
〈

　
　
　
　
　
　
　
彙
　
　
　
　
報

　
　
昭
和
四
十
［
年
度
開
講
科
目
・
講
義
題
目
（
音
楽
学
部
）

〈
［
般
教
養
科
目
〉

宗
教
「
宗
教
概
説
」

〃
　
「
真
宗
概
説
」

〃
　
「
歎
異
抄
」

〃
　
「
同
」
　
（
講
読
）

哲
学
「
哲
学
概
説
」

文
学
「
文
学
概
説
」

歴
史
「
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
の
潮
流
」

法
学
「
法
学
概
論
」

経
済
学
「
経
済
学
概
論
」

化
学
「
化
学
・
物
理
」

生
　
物
　
学

生
活
科
学

　
　
　
〈
外
国
語
科
目
〉

英
語
ω
ω
㈲
ω

英
語
　
㈲

ド
イ
ツ
語
ω
ω
㈹

ド
イ
ツ
語
④

フ
ラ
ン
ス
語
ω
ω

イ
タ
リ
ア
語
ω
ω

　
　
　
〈
保
健
・
体
育
科
目
〉

　
　
　
〈
専
門
教
育
科
目
〉

音
楽
理
論
「
楽
式
論
」

　
〃
　
　
「
音
楽
通
論
」

　
〃
　
　
「
和
声
学
」
ω
ω

　
〃
　
　
「
　
〃
　
」

　
〃
　
　
「
　
〃
　
」

（
略
）

（
講
義
・
演
習
関
係
）

木久斉久小
村納藤納谷
　　芙
恵慶美慶泰

子一子一造

大中三河山木七海岡松松岡
屋村　村野場長辺　永永
　　　　　　重
三．雅宣正集太忠邦大大邦
吾治寿三二蔵郎治俊覚覚俊

　辻山大大仲
　井田橋橋
　英光　　芳
量生生博博樹

講講書講講　 教講教講講講教導教教教教
師師雪塊師　 旧師授師師師国書授授与授

　
教
授

助
教
授

助
教
授

　
講
師

　
講
師
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彙

　
〃
　
　
「
管
弦
楽
法
」

音
楽
史
「
東
洋
・
日
本
」

音
楽
史
「
西
洋
」
ω

　
〃
　
「
〃
」
ω

　
〃
　
「
〃
」
ω

　
〃
　
「
声
楽
の
歴
史
」

　
〃
　
「
器
楽
の
歴
史
」

音
楽
美
学
「
美
学
概
説
」

宗
教
音
楽
論

　
　
〃

音
楽
心
理
学

比
較
音
楽
学

音
楽
音
響
楽

楽
　
器
　
論

演
奏
解
釈

　
　
〃

　
音
楽
学
専
攻
（
上
記
以
外
）

音
楽
学
概
説

東
洋
音
楽
史
概
説

西
洋
音
楽
史
〃

　
　
〃
　
　
　
　
　
〃

比
較
音
楽
学
〃

音
楽
心
理
学
概
説

東
洋
音
楽
史
特
殊
講
義

音
楽
理
論
　
　
〃

西
洋
音
楽
史
　
〃

　
　
〃
　
　
演
習

　
　
〃
　
　
　
　
　
〃

音
楽
美
学
　
〃

報

徳三池北岸梅品小酒佐二佐馬酒小池
丸藤内村辺本川野井藤淵藤淵井野内
　　友　　　　　　　 卯　卯　　友
聡秀次音成発三功　允三允三　功次

子雄郎壱雄夫郎竜醇二郎三郎醇竜郎

二佐馬吉仲平梅岸二佐小酒
井藤淵田　野本辺淵藤野井
　　卯　　　　　卯
　允＝秀芳健二成＝允功

醇彦郎和樹次夫雄郎彦竜醇
　
講
師

　
講
師

助
教
授

助
教
授

　
講
師

助
教
授

　
講
師

助
教
授

　
講
師

　
講
師

　
講
師

　
講
師

　
講
師

　
講
師

　
講
師

　
講
師

助
教
授

　
講
師

　
講
師

助
教
授

　
講
師

　
講
師

　
講
師

　
教
授

　
講
師

助
教
授

　
講
師

助
教
授

立
日
激
不
、
心
禰
拭
濫
†
　
〃

音
楽
理
論
　
　
〃

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
〃

　
卒
業
論
文
演
習
（
四
年
次
）

古
楽

三二小馬仲
買野野淵

雅　　卯
楽三二＝芳
v　　　　　　　　 一一

　次竜郎樹

　声　伴　指

柴　伊奏上山山

田楽凝塊無法川

　
教
授

助
教
授

　
講
師

　
講
師

　
〃
　
　
（
バ
ロ
ッ
ク
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）

　
　
　
〈
専
門
教
育
科
目
V

各
学
科
、
専
攻
共
通

ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ

　
　
宮
越
精
三
郎
　
教
授

　
　
水
谷
　
　
堅
助
教
授

　
　
木
川
田
　
　
誠
　
　
講
師

合
　
　
　
唱

　
　
林
　
　
　
雄
一
郎
　
　
講
師

合
奏
（
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）

　
　
斉
藤
秀
雄
　
　
教
授

合
奏
（
正
教
職
課
程
の
為
の
器
楽
合
奏
）

　
　
　
　
一
　
三
　
郎
　
　
講
師

祐
　
二
　
助
教
授

和
子
　
　
講
師

睦
陸
　
　
教
授

二
四

山大梅

田橋本

光　尭

生博夫

喜小小梅出佐酒

田野野本田藤井

　功撮七光允
賦竜竜夫歯髄酷

　
講
師

助
教
授

　
講
師

助
教
授

　
講
師

　
講
師

　
講
師

　
講
師

　
講
師

　
講
師

白
石
勝
子
助
教
授

品
　
川
　
三
　
郎
　
　
講
師

柳
瀬
　
　
　
徹
　
　
講
師

東
儀
祐
二
助
教
授

嘉
納
愛
子
　
　
教
授
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鈴
木
田
鶴
子

　　　　　　　　　ピ器
坂内小伊川津志片井ア楽横伊門木稲水栗
本田林奈村曲賀岡。ノ　エ藤晶垣谷本
　　　　　　宗み　　　 美

滉胎と和明滋三ど基　　　智亘菊　孝　尊
子子し子子子郎り成　　 子行子誠子堅子

　
滝
川
富
紀
子

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

　　ハ　　セ

　張！井　東西辻
　谷プ上ロ儀田
　恭　頼　　秀久
彙子　豊　幸雄子

教
授

　
教
授

助
教
授

　
講
師

　
講
師

　
講
師

　
講
師

　
助
手

　
教
授
教
授

助
教
授

助
教
授

　
講
師

　
講
師

　
講
師

　
講
師

　
助
手

　
助
手

　
教
授

助
教
授

　
講
師

　
講
師

　
講
師

　
　
報

伊中田柳荘白山
藤村中瀬田石田
　　万　　　真
京幸美　　勝梨

子子子徹作子子

大福市井西出石徳矢
北島川口川口橋末田
　　　　恵美
路晴伸愛美智信悦暎

子子子子子子子子三

教
授

助
教
授

助
教
授

　
講
師

　
講
師

　
講
師

　
講
師

教
授
教
授

助
教
授

　
講
師

　
講
師

　
講
師

　
講
師

　
講
師

　
助
手

日

比

野

忠

孝

講
師

野選東

永見儀

清三祐

子郎二

　　助
番講乗
手師授

フ
ル
ー
ト

　
　
川
口
勝
治
郎
　
　
講
師

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

　
　
喜
田
　
　
賦
　
　
講
師

フ
ァ
ゴ
ッ
ト

　
　
三
　
原
　
泰
　
三
　
　
講
師

打
楽
器

　
　
大
橋
　
　
博
助
教
授

オ
ル
ガ
ン

　
　
久
保
田
清
二
　
助
手

　
　
〈
教
職
に
関
す
る
専
門
科
目
〉

教
育
原
理

教
育
心
理
学
・
青
年
心
理
学

教
科
教
育
法
（
音
楽
）

道
徳
教
育
の
研
究

教
育
実
習短

期
大
学

新
任
（
専
任
者
の
み
）

中
野
恵
海
　
助
教
授

　
　
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
付

白
　
取
　
吉
　
敏
　
助
教
授

　
　
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
付

森
本
　
　
　
茂
講
師

　
　
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
付

林
崎
　
つ
　
ゆ
講
師

　
　
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
付

森
　
　
　
　
正
　
　
講
師

北
爪
利
世
　
　
講
師

秦秦品橘秦

　　川
覚三

博博郎勝博

教教則教教
授図師授三

国
文
学
史
、
国
文
学
講
読
担
当

被
服
学
、
衣
料
学
担
当

国
文
学
演
習
、
国
文
学
特
殊
講
義
担
当

調
理
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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彙

報

田
中
　
昭
　
子
　
講
師

　
　
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
付
栄
養
学
、
調
理
化
学
担
当

砂
　
橋
　
安
　
子
　
助
手
補

　
　
昭
和
四
十
一
年
四
月
十
五
日
三

吉
　
川
　
知
　
子
　
助
手
補

　
　
昭
和
四
十
一
年
四
月
十
五
日
付

　
　
国
　
文
　
科

　
田
中
重
太
郎
　
教
授
（
国
文
学
）

著
書
「
国
文
法
の
解
決
」
　
（
昭
和
四
十
一
年
三
月
正
子
書
院
刊
）

論
文
『
枕
草
子
の
研
究
法
』
　
（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
八
月
号
）
『
逆
接
仮
定
条
件
を
示
す

　
　
接
続
助
詞
「
と
」
の
用
例
に
つ
い
て
』
　
（
「
明
日
香
」
九
月
号
）

　
森
　
　
本
　
　
　
茂
　
専
任
講
師
（
国
文
学
）

　
編
書
「
演
習
物
語
日
記
抄
」
　
（
田
中
重
太
郎
氏
監
修
。
昭
和
四
十
】
年
七
月
十
日
刊
。
初
音

書
房
）

　
回
書
「
新
注
伊
勢
物
語
」
　
（
田
中
重
太
郎
氏
監
修
。
昭
和
四
十
二
年
二
月
刊
。
初
音
書
房
）

　
共
著
「
源
氏
物
語
必
携
」
　
（
秋
山
慶
氏
編
。
昭
和
四
十
二
年
二
月
刊
。
学
燈
社
）

　
論
文
「
紫
式
部
日
記
の
解
釈
－
惜
し
み
の
の
し
り
て
一
考
」
　
（
「
解
釈
」
第
十
二
巻
九

号
）　

　
家
政
科
食
物
専
攻

　
塩
　
野
　
緑
　
子
　
助
教
授
（
調
理
学
及
び
実
習
、
保
健
科
教
育
法
）

「
標
準
調
理
実
習
」
　
（
下
田
吉
人
編
　
昭
和
四
十
一
年
十
月
十
五
日
初
版
。
光
生
館
）
　
（
一
日

の
標
準
献
立
及
中
国
料
理
）
に
つ
い
て
執
筆

　
村
上
裕
子
講
師
（
栄
養
指
導
、
特
別
調
理
）

「
栄
養
指
導
」
　
（
種
子
島
千
鶴
子
編
　
昭
和
四
十
一
年
六
月
一
日
初
版
　
建
畠
社
）
　
（
集
団
給

食
管
理
）
に
つ
い
て
執
筆

　
小
原
属
彦
　
玉
置
ミ
ョ
子
（
食
品
学
研
究
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

昭
和
四
十
一
年
度
日
本
家
政
学
会
に
於
い
て
下
記
の
テ
ー
マ
及
び
内
容
に
つ
い
て
発
表
し

た
。テ
ー
マ
　
炭
化
水
素
資
化
性
菌
の
食
用
油
脂
に
対
す
る
挙
動

　
　
　
　
第
一
報
　
変
敗
油
に
於
け
る
成
育

要
　
約
　
い
わ
ゆ
る
石
油
を
食
べ
物
に
す
る
と
い
う
炭
化
水
素
資
化
性
菌
を
上
か
ら
分
離
し
、

　
　
　
　
そ
の
う
ち
の
特
定
酵
母
菌
を
用
い
て
、
利
用
面
の
な
い
三
三
油
を
優
秀
な
栄
養
源
即

　
　
　
　
ち
酵
母
菌
体
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
尚
、
そ
の
代
謝
産
物
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。

　
　
家
政
科
被
服
専
攻

　
浜
崎
弥
市
教
授
（
被
服
学
・
染
色
学
）

著
書
．
「
衣
服
繊
維
、
染
色
学
」
昭
和
四
十
一
年
夏
月
刊

　
山
本
登
美
子
　
助
教
授
（
被
服
構
成
及
び
実
習
く
洋
裁
V
）

著
書
「
真
理
の
服
装
」
昭
和
四
十
一
年
九
月
刊

　
神
田
美
年
子
　
助
教
授
（
被
服
構
成
及
び
実
習
く
洋
裁
V
）

著
書
「
メ
リ
ヤ
ス
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
　
（
日
本
繊
維
研
究
会
発
行
。
昭
和
四
十
一
年
一
月
刊
）

　
　
　
　
国
文
科
能
楽
鑑
賞
会

　
国
文
科
で
は
十
二
月
十
三
日
（
火
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
四
時
ま
で
、
大
槻
能
楽
堂
（
大

阪
市
東
区
上
本
町
一
丁
目
）
に
お
い
て
、
能
楽
鑑
賞
会
を
お
こ
な
っ
た
。

　
は
じ
め
に
、
田
中
重
太
郎
教
授
と
泉
嘉
夫
師
の
解
説
が
あ
り
、
仕
舞
　
玉
之
段
、
狂
言
　
千

鳥
、
能
楽
　
羽
衣
、
を
鑑
賞
。
中
野
助
教
授
、
柿
谷
講
師
、
森
本
講
師
も
参
加
。
学
生
は
、
二

年
A
組
五
十
一
名
、
二
年
B
組
五
十
二
名
、
一
年
A
組
四
十
名
、
一
年
B
組
三
十
九
名
、
一
年

C
組
三
十
七
名
、
計
二
百
十
九
名
が
参
加
し
た
。
全
員
プ
リ
ン
ト
を
片
手
に
熱
心
な
鑑
賞
ぶ
り

で
あ
っ
た
。
能
楽
、
歌
舞
伎
、
文
楽
な
ど
の
鑑
賞
会
は
、
今
後
も
、
毎
年
一
二
乃
至
二
叉
、
正

規
の
講
座
の
一
環
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
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国
交
科
工
学
遺
跡
め
ぐ
り

　
国
文
科
で
は
、
定
例
の
文
学
遺
跡
め
ぐ
り
を
次
の
よ
う
に
お
こ
な
っ
た
。
参
加
者
は
、
田
中

重
太
郎
教
授
、
中
野
恵
海
助
教
授
、
柿
谷
雄
三
専
任
講
師
、
森
本
茂
専
任
講
師
、
山
野
正
二
専

任
講
師
（
一
般
教
育
）
、
大
橋
清
秀
講
師
、
永
田
千
恵
子
助
手
を
は
じ
め
、
一
、
二
年
の
学
生

二
二
二
名
で
、
観
光
バ
ス
五
台
を
利
用
し
た
。

　
日
時
・
…
・
十
月
二
十
七
日
（
木
）
午
前
八
時
～
午
後
五
時
半

　
方
面
…
・
－
比
叡
山
根
本
中
堂
（
東
塔
）
～
横
川
～
湖
西
方
面

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
十
一
年
度
開
講
科
目
・
講
義
題
目

　
　
　
国
　
文
　
科

（一

ﾊ
教
育
科
目
）

宗音哲生生法経歴

〃〃済
活
　
科

〃

三楽学物学下学史

（
外
国
語
科
目
）

英
　
　
　
　
語

（
保
健
体
育
科
目
）

体
育
講
義

体
育
実
技

（
専
門
教
育
科
目
）

文
学
概
論

彙

報

中奥山山河木品仲海松岡

村野枡野村場川　辺永

　春恒正宣集三芳忠大邦

治雄久二介蔵王樹治覚俊

謡講講講演講講教教教教
師師図師画師師唾壷授授

天
崎
　
紹
雄
　
　
講
師

冨
　
田
朋
介
　
　
教
授

吉
村
貞
雄
　
　
講
師

天
崎
紹
雄
　
　
講
師

国
文
学
概
論

国
　
文
　
学
　
史

　
　
　
〃

国
文
学
講
読
（
枕
冊
子
）

tl　ll　tl　／1〃〃〃

国
文
学
演
習

　
　
　
〃

国
文
学
特
殊
講
義

国
語
学
概
論

国
　
　
語
　
　
史

国
語
表
現
法

国
語
学
演
習

〃

（
近
代
文
学
）

（
源
氏
物
語
）

（
平
家
物
語
）

（
万
葉
集
）

（
日
記
文
学
）

（
近
世
文
学
）

（
西
鶴
）

（
十
訓
抄
）

（
古
今
集
）

（
文
法
）

（
文
法
）

漢
文
学
史

漢
文
講
読
（
論
語
）

肖

語〃

学

（
教
職
専
門
科
目
）

教
育
原
理

教
育
心
理
学

教
科
教
育
法
（
国
語
）

教
育
実
習

道
徳
教
育
の
研
究

中平南南柿池鈴井鈴森森今飯草大寺柿柿中田中沼田
井　部部谷田木之木本本小田部橋内t谷谷野中野波中
　　　　　　　口　　　路　　　清　　　重　　重
玄秀松松雄　一有『　　覚正上清之雄雄恵太恵　太
英道雄雄三勇男一男茂茂瑞一円秀助三三海紅海二郎
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